
京都府２ 空洞調査結果の報告
（１）トンネルの概要

名 称 ゆずりトンネル
路 線 名 一般府道 談夜久野線
場 所 福知山市字小牧～福知山市夜久野町千原地内
交 通 量 1,549台/日（令和3年度一般交通量調査）
建設年次 2001年（H13）12月完成
ﾄﾝﾈﾙ延長 455m
幅 員 ２車線片側歩道

（3.0ｍ×2＋2.0ｍ）
施工方法 NATM工法
施工業者 西田・古瀬・三丹共同企業体
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京都府
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図-2.1.1 ゆずりトンネル地質縦断図
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２ 空洞調査結果の報告
（１）トンネルの概要
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京都府
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２ 空洞調査結果の報告
（１）トンネルの概要
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DⅠパターン DⅡパターンﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ
L=4000

ﾌｫｱﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ
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CⅡパターン

（地山）

（地山）

（地山）

（地山）

NATM工法は周辺地山の有する支保機能が有効に
発揮されるよう地山と鋼アーチ支保工、吹き付
けコンクリート、ロックボルト、覆工コンク
リート等を密着させ一体化させることが重要

鋼ｱｰﾁ支保工

鋼ｱｰﾁ支保工

鋼ｱｰﾁ支保工

鋼ｱｰﾁ
支保工



京都府

＜S006＞
・終点側目地部において、コンクリートの表面が悪い箇所(1.3ｍ×0.05ｍ)
について5ｃｍのはつり落としを行ったところ、覆工コンクリート厚(35cm)
不足により穴が開き、覆工コンクリートの厚さ不足と空洞の存在を確認した。

＜S031＞
・天端部において、コンクリートの表面が悪い箇所(1.2ｍ×1.6ｍ)について
5ｃｍのはつり落としを行ったところ、覆工コンクリート厚(30cm)不足によ
り穴が開き、覆工コンクリートの厚さ不足と空洞の存在を確認した。

２ 空洞調査結果の報告
（２）補修工事施工時に覆工コンクリートの厚さ不足及び空洞を発見した状況
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写真-2.2.1 覆工コンクリート表面の状況(S006)

写真-2.2.2 空洞内部の状況(S006)

写真-2.2.3 覆工コンクリート表面の状況(S031)

写真-2.2.4 空洞内部の状況(S031)



京都府

687

レーダー探査横断図

１ 調査目的
補修工事中のはつり落しの際に、トンネル頂部に空洞が確認された箇所を含むトンネル全延長を対象として、電磁波探査などを行い、覆工

コンクリート厚及び空洞調査を行った。
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調査手法 目的 調査箇所

電磁波探査 覆工厚と覆工背面の空洞の有無を確認するため
縦断方向 3測線（トンネル延長455m）
横断方向13箇所

ドリル削孔 ドリル削孔で覆工厚を確認するため 23箇所

ファイバースコープ 覆工背面の空洞状況を確認するため 28箇所

表-2.3.1 調査目的と調査箇所

写真-2.3.1 電磁波探査測定状況 写真-2.3.2 地中レーダー装置外観図-2.3.1 電磁波探査側線のイメージ

２ 空洞調査結果の報告
（３）覆工厚・空洞調査の概要



京都府２ 空洞調査結果の報告
（４）調査結果

表-2.4.1 詳細調査結果
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：設計覆工厚300mm

＜ 凡 例 ＞

：設計覆工厚350mm
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京都府

6.1m

0.0m PS 6.1m

10.5m
S001 16.6m

10.4m
S002 27.0m

10.3m
S003 37.3m

10.5m
S004 47.8m

変状・調査位置図 ：推定空洞範囲
：ドリル削孔箇所

＜ 凡 例 ＞

S=任意

電磁波探査測線（L2.4ｍ）

電磁波探査測線（ CL ）

電磁波探査測線（R2.4ｍ）

空洞面積約0.3㎡、最小覆工厚50mm

：電磁波探査箇所

：ファイバースコープ箇所

空洞面積約0.3㎡、最小覆工厚50mm

PS S004
展開図（1/9）

２ 空洞調査結果の報告
（４）調査結果
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京都府

47.8m

10.4m
S005 58.2m

10.2m
S006 68.4m

10.2m
S007 78.6m

10.1m
S008 88.7m

10.0m
S009 98.7m

変状・調査位置図 S=任意 ：推定空洞範囲

＜ 凡 例 ＞

空洞面積約0.3㎡、最小覆工厚250mm

空洞面積約0.2㎡、最小覆工厚240mm

空洞面積約0.04㎡、最小覆工厚70mm

空洞面積約0.1㎡、覆工厚最小70mm

空洞面積約9.2㎡、最小覆工厚250mm

空洞面積約20.5㎡、最小覆工厚100mm

：ドリル削孔箇所

：電磁波探査箇所

：ファイバースコープ箇所

電磁波探査測線（L2.4ｍ）

電磁波探査測線（ CL ）

電磁波探査測線（R2.4ｍ）

S005 S009
展開図（2/9）

２ 空洞調査結果の報告
（４）調査結果
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京都府

98.7m

9.9m
S010 108.6m

10.1m
S011 118.7m

10.4m
S012 129.1m

10.5m
S013 139.6m

10.4m
S014 150.0m

変状・調査位置図 S=任意 ：推定空洞範囲

＜ 凡 例 ＞

：ドリル削孔箇所

：電磁波探査箇所

：ファイバースコープ箇所

電磁波探査測線（L2.4ｍ）

電磁波探査測線（ CL ）

電磁波探査測線（R2.4ｍ）

S010 S014
展開図（3/9）

２ 空洞調査結果の報告
（４）調査結果
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京都府

150.0m

10.5m
S015 160.5m

10.3m
S016 170.8m

10.5m
S017 181.3m

9.9m
S018 191.2m

10.5m
S019 201.7m

変状・調査位置図 S=任意 ：推定空洞範囲

＜ 凡 例 ＞

空洞面積約9.3㎡、最小覆工厚230mm

電磁波探査測線（L2.4ｍ）

電磁波探査測線（ CL ）

電磁波探査測線（R2.4ｍ）

：ドリル削孔箇所

：電磁波探査箇所

：ファイバースコープ箇所

S015 S019
展開図（4/9）

２ 空洞調査結果の報告
（４）調査結果
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京都府

201.7m

10.4m
S020 212.1m

9.9m
S021 222.0m

10.0m
S022 232.0m

10.0m
S023 242.0m

10.4m
S024 252.4m

変状・調査位置図 S=任意 ：推定空洞範囲

＜ 凡 例 ＞

：ドリル削孔箇所

：電磁波探査箇所

：ファイバースコープ箇所

電磁波探査測線（L2.4ｍ）

電磁波探査測線（ CL ）

電磁波探査測線（R2.4ｍ）

S020 S024
展開図（5/9）

２ 空洞調査結果の報告
（４）調査結果
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京都府

252.4m

10.4m
S025 262.8m

10.4m
S026 273.2m

10.5m
S027 283.7m

10.4m 10.4m

294.1m S029 304.5mS028

S=任意 ：推定空洞範囲

＜ 凡 例 ＞

空洞面積約3.2㎡、最小覆工厚230mm

変状・調査位置図
：ドリル削孔箇所

：電磁波探査箇所

：ファイバースコープ箇所

電磁波探査測線（L2.4ｍ）

電磁波探査測線（ CL ）

電磁波探査測線（R2.4ｍ）

S025 S029
展開図（6/9）

２ 空洞調査結果の報告
（４）調査結果
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京都府

304.5m

10.3m
S030 314.8m

10.4m10.5m
S031 325.3m S032 335.7m

10.4m
S033 346.1m

10.4m
S034 365.5m

CL(R0.4ｍ）

S=任意 ：推定空洞範囲

＜ 凡 例 ＞

変状・調査位置図

空洞面積約2.9㎡、最小覆工厚180mm

空洞面積約5.0㎡、最小覆工厚60mm

空洞面積約2.4㎡、最小覆工厚130mm

：ドリル削孔箇所

：電磁波探査箇所

：ファイバースコープ箇所

電磁波探査測線（L2.4ｍ）

電磁波探査測線（ CL ）

電磁波探査測線（R2.4ｍ）

S030 S034
展開図（7/9）

２ 空洞調査結果の報告
（４）調査結果
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京都府

365.5m

10.4m
S035 366.9m

10.4m
S036 377.3m

10.4m
S037 387.7m

10.4m
S038 398.1m

10.5m
S039 408.6m

S=任意 ：推定空洞範囲

＜ 凡 例 ＞

変状・調査位置図

空洞面積約5.0㎡、最小覆工厚190mm

空洞面積約5.3㎡、最小覆工厚130mm

空洞面積約13.3㎡、最小覆工厚50mm

：ドリル削孔箇所

：電磁波探査箇所

：ファイバースコープ箇所

電磁波探査測線（L2.4ｍ）

電磁波探査測線（ CL ）

電磁波探査測線（R2.4ｍ）

S035 S039
展開図（8/9）

２ 空洞調査結果の報告
（４）調査結果
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10.4m

408.6m S040 419.0m

10.4m
S041 429.4m

10.4m
S042 439.8m

10.3m
S043 450.1m

5.2m
PE 455.3m

S=任意 ：推定空洞範囲

＜ 凡 例 ＞

変状・調査位置図
：ドリル削孔箇所

：電磁波探査箇所

：ファイバースコープ箇所

電磁波探査測線（L2.4ｍ）

電磁波探査測線（ CL ）

電磁波探査測線（R2.4ｍ）

S040 PE
展開図（9/9）

２ 空洞調査結果の報告
（４）調査結果
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